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1 目的と背景
電子化されたテキストには様々な種類があ

る。新聞や論文、特許といったものから、漫画
や小説、雑誌などといったものもある。馬場ら
[1]はこの論文といったデータを情報伝達テキス
ト、小説といったデータを娯楽・芸術テキスト
と称している。
上記の情報伝達テキストではキーワードに

よって検索を行うが、小説の場合、自分の検索
したい作品が上記のように明確でない場合もあ
る。仮に、明るいキャラクターが登場する話を
読みたいとする。そういった場合では、既存の
ジャンルによる検索のみでは対応することがで
きない。
このように、自分の好みのキャラクターや展

開のテキストを検索するためには、話の展開や
キャラクターの性格といった情報を検索システ
ムに組み込む必要がある。岡 [2]、馬場 [1]らの
研究では、登場人物の名称、性別表現、年齢表
現、容姿・性格表現といった属性を抽出してい
る。しかし、これらの研究では性格に関する属
性の抽出において、性能が低くなっている。
先行研究を踏まえ本研究では娯楽・芸術テキ

ストを対象とし、性格に関する表現の抽出を目
的とし、先行研究で出された性能を上回ること
を目指す。

2 関連研究
小説における登場人物を抽出する研究は、岡

[2]が行っている。岡の研究では、小説家にな
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ろうに掲載されているファンタジー小説に対
し、岡の先行研究で用いられた [3]BiLSTM-CRF-

pos10モデルを用いることによって、登場人物
の属性を抽出している。抽出する属性は、以下
の通りである。

• NAME：登場人物の名前
• MF：性別表現
• AGE：年齢表現
• STATE：容姿・性格表現
• PRO：職業・立場表現
• AFF：組織・種族名
• OTHER：その他の人物表現
• PLACE：地名・建物名
• REL：人物関係表現
• O：以上に当てはまらないもの
本研究においても上記と同じ属性セットの抽

出を目的とし、BERT及び BertForTokenClassifi-

cationを用いることで構造化を試みる。

3 提案手法
BERTを用いて、ラベル分類を行う。分類に

あたっては BertForTokenClassificationを用い、ラ
ベリング形式としては IO方式とする。
学習を行うにあたって、抽出する属性を抽出

することができなかった場合、損失関数の値が
増えるように式 (1)によりぺネルティの設定を
行なった。また式 (1)において、xは BertForTo-

kenClassificationの出力、yは正解ラベル、Cはク
ラスの数、Nはミニバッチの値、Pは Oでない
属性に対し Oと予測した数である。

l(x, y) = L = {l1, ..., lN}T　
ln = −wyn ln

exp(xn,yn
)∑c=1

C exp(xn,c)
+ P

(1)
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4 実験
4.1 実験手順

• 手順 1：娯楽・芸術テキストのデータセッ
トの準備。小説家になろう APIを用いるこ
とにより、小説のテキストデータを取得す
る。取得するデータの条件は、岡の先行研
究 [3]と同様とした。

• 手順 2：手順 1で得られたデータに対して
アノテーションを行う。1文書から 40文抽
出し、得られたラベルの数を以下に示す。

– 登場人物の名前：1

– 性別表現：30

– 年齢表現：6

– 容姿・性格表現：29

– 職業・立場表現：0

– 組織・種族名：0

– その他の人物表現：3

– 地名・建物名：0

– 人物関係表現：4

• 手順 3：ファインチューニングを行う。学
習にあたっては、エポック数は 10とし、ト
レーニングデータを 6割、バリデーション
データを 2割、テストデータを 2割とした。

4.2 結果
テストデータにおける 3ラベルに対する抽出

結果を表 1に示す。

表 1 キャプションを記述
precision recall F1 score

STATE 62.50 71.42 66.66

MF 57.14 50.00 53.33

NAME 0.00 0.00 0.00

先行研究の
STATE

14.24 26.02 18.41

4.3 考察
STATEについては、先行研究の precisionを上

回る数値となった。しかし、この STATEにおい
て、テストに用いられたデータ 7つのうち、髪
について表現しているものが 5つであった。表
現されている情報が偏っているため、体格や性
格といった別の表現を性格に抽出できているか

は不明である。
MFについても同様のことが考えられる。MF

を表現する際に、男や女という単語が多く使用
されるため、抽出が比較的容易であったのでは
ないかと考える。
対照的に、NAMEについては、precision、recall、

F1 score全て 0%となっている。名前というも
のは多くの場合、登場人物によって異なるもの
である。名前を表現するパターンが多かったた
め、抽出が困難になったと考える。

5 今後の展望
今回は用いたデータが 1作品から抽出したも

のであったので、データ数が少なくなった。そ
れにより、考察で述べたように、表現される情
報に偏りが発生し、本来抽出すべき表現を抽出
できていない可能性が考えられる。この問題は
データ数を増やすことにより、今後対応したい
と考える。
また名前については、正しく予測できたデー

タ数は 0件であった。登場人物の名前というの
は固有名詞にあたる。そのほかにも、容姿を表
現する際には名詞である体の部位に対し、形容
詞を用いることによって表現することも考えれ
る。このように、属性を抽出するにあたって品
詞情報が関わる場合も存在する。そのため、品
詞情報を考慮した分類を検討する必要があると
考える。
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